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2
0
1
3
年
度

常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

　

２
０
１
３
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総

会
お
よ
び
懇
親
会
が
６
月
29
日（
土
）に
、

三
の
丸
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
池
田
正
則

会
長
（
人
間
科
学
部
１
期
卒
）
よ
り
「
常

磐
大
学
も
体
制
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
を
通
じ
て
常

磐
大
学
の
発
展
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
事
業
報
告
、
決
算
、
入
会

状
況
報
告
お
よ
び
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

に
つ
い
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
昨
年
度
常
磐
大
学
同

窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に
よ
り
学

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
の
給
付
を
受

け
た
学
生
団
体
（
３
団
体
）
に
よ
る
、

課
外
活
動
成
果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
２
面
参
照
）

　

そ
の
後
会
場
を
移
し
て
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
西
野
光
範
副
会
長
（
人

間
科
学
部
２
期
卒
）
よ
り
「
ぜ
ひ
普
段

胸
の
内
に
し
ま
っ
て
い
る
学
生
時
代

の
思
い
出
を
語
ら
い
、
思
い
出
の
ほ
こ

ろ
び
を
直
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

と
の
乾
杯
の
挨
拶
で
開
会
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
会
員
58
名
の
ほ
か
、
教
員

12
名
、
報
告
を
行
っ
た
学
生
19
名
の
計

89
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
２

面
参
照
）

2012 年度　常磐大学同窓会事業報告
１．会議の開催
１）総会

2012 年度総会は、学校法人常磐大学内に設置する学校の卒業生・保護者、地域の方々と
の絆（連携）を深めるために実施した ALL TOKIWA DAY 2012 七夕フェスティバルと
同日に開催した。例年実施していた懇談会は、同フェスティバルのイベント等への参加や、
総会前に配付した出店無料券の利用に代えることで開催を見合わせた。

　　○開催日：2012 年７月７日（土）
　　○場　所：常磐大学Ｈ棟大講堂
　　○出席者：31名
　　○主な議案等：
　　　【報告】2011 年度事業報告、2011 年度決算、入会状況報告、役員選出
　　　【議案】2012 年度事業計画、2012 年度予算
２）幹事会
　　○実施時期および主な議案等：
　　　５月　2011 年度事業報告、2011 年度決算について、役員の選出　等
　　 12月　2013 年度総会について、課外活動奨励金審査結果報告、
　　　　　　常磐大学創立 30周年記念事業　等
　　　３月　2013 年度事業計画案承認、2013 年度予算案承認　等

２．学生支援事業
１）学園祭への援助金（2012 年 10月）
２）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度の実施（2012 年９月）
　　　※　 常磐大学同窓会課外活動奨励金制度は、同窓会会長賞・同窓会会長奨励賞に代えて

2010 年度に創設した制度である。
　　【奨励金給付団体】
　　　①「まちなかプロジェクトチーム」
　　　 　「水戸まちなかプロジェクト」にて映像コンテンツを用いたアプリケーションを製作
　　　②池田幸也ゼミナール
　　　　　外国人の母子家庭への子供に対する学習支援ボランティア活動の実施
　　　③中村英三ゼミナール
　　　 　「茨城県外国人就労・就学サポート事業」外国人就労者の子供達への学習支援活動実施

３．会員への大学情報の発信
　　○内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付
　　○時　期：第 14・15号 合併号（2012 年８月 31日発行）
　　　　　　　第 16号（2013 年３月７日発行）

４．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　○内　容：異動情報受付　等

５．卒業生の個人情報管理
　　○管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル等
　　○時　　期：随時更新

2013 年度　常磐大学同窓会事業計画

月

事　業　内　容

常磐大学同窓会課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）に関する事業

４
・課外活動奨励金募集※１

　（応募締切：学生プロジェクト奨励金　５月末、
　　　　　　スポーツ・文化活動奨励金　２月末）

５ ・幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ ・総会・懇親会（６月 29日（土）開催予定）

７
・同窓会会報（第 17号）発送※2

・常磐大学創立 30周年記念寄附
　（学校法人常磐大学諸澤幸雄奨学金へ寄附）

・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）選考※１

８ ・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）審査※１

９

10 ・学生支援事業（学園祭援助） ・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）授与式

11 ・幹事会

12

１

２ ・同窓会会報（第 18号）発送 ・課外活動奨励金（スポーツ・文化活動奨励金）選考※１

３ ・幹事会
　（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

・課外活動奨励金（スポーツ・文化活動奨励金）審査※１

　 （授与式は 2014 年度 5月に実施）

上記の他、会員の個人情報管理および常磐大学同窓会ホームページ管理を行う。

　（補足）
　　１．課外活動奨励金事業の募集、選考および審査の業務は、常磐大学に委託する。
　　２．同窓会会報に総会の議決内容および報告内容を掲載する。

▲
総
会
で
挨
拶
を
す
る

　

池
田
正
則
会
長
。

2012 年度　常磐大学同窓会決算書

収入の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 12,020,000 12,240,000 △ 220,000 新入会員601名（新卒600名＋既卒1名）

雑収入 49,500 100,000 △ 50,500 預金利息等

積立金等運用収入 528,000 528,000 0 積立金の運用に伴う利金

小　　計 12,597,500 12,868,000 △ 270,500

前年度
繰越金

現預金 48,607,526 48,607,526 0

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 オリックス㈱社債

小　　計 128,607,526 128,607,526 0

合　　計 141,205,026 141,475,526 △ 270,500

支出の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

消耗品費支出 0 135,000 △135,000

交通費支出 18,000 75,000 △ 57,000 幹事会出席者（学外幹事）等交通費

慶弔費支出 30,000 100,000 △ 70,000 香典

通信費支出 797,060 1,683,000 △ 885,940 会報等郵送料

印刷費支出 603,477 735,000 △131,523 会報、封筒等

会議費支出 27,284 178,000 △150,716 幹事会、総会等

渉外費支出 6,000 20,000 △14,000 会報原稿執筆謝礼

業務委託費支出 124,610 184,000 △ 59,390 発送物袋詰作業等

雑費支出 2,415 10,000 △ 7,585 振込手数料等

支援事業費支出 554,760 2,350,000 △1,795,240 学園祭援助、学生課外活動奨励金

小　　計 2,163,606 5,470,000 △ 3,306,394

次年度
繰越金

現預金 59,041,420 56,005,526 3,035,894

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 オリックス㈱社債、定期預金（大和ネクスト銀行）

小　　計 139,041,420 136,005,526 3,035,894

合　　計 141,205,026 141,475,526 △ 270,500

2013 年度　常磐大学同窓会予算書

収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 12,860,000 12,240,000 620,000 2013年度新入会員（新卒638名＋既卒5名×20,000円）

事業収入 300,000 0 300,000 懇親会会費収入（100名× 3,000 円）

雑収入 100,000 100,000 0 預金利息等

積立金等運用収入 528,000 528,000 0

小　　計 13,788,000 12,868,000 920,000

前年度
繰越金

現預金 59,041,420 48,607,526 10,433,894

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 オリックス社債、定期預金

小　　計 139,041,420 128,607,526 10,433,894

合　　計 152,829,420 141,475,526 11,353,894

支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 10,000 0 10,000

消耗品費支出 156,000 135,000 21,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 125,000 75,000 50,000 幹事、総会教員交通費等

慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係

通信費支出 3,124,000 1,683,000 1,441,000 会報、総会案内送付等

印刷費支出 960,000 735,000 225,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 970,000 178,000 792,000 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000 20,000 0 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 252,000 184,000 68,000 発送物袋詰作業、会報取材委託等

雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 2,200,000 2,350,000 △150,000 学生プロジェクト奨励金、学園祭補助、支部活動補助

寄附金支出 3,000,000 0 3,000,000 大学奨学金制度への寄附

小　　計 10,927,000 5,470,000 5,457,000

次年度
繰越金

現預金 61,902,420 56,005,526 5,896,894

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 オリックス社債、定期預金

小　　計 141,902,420 136,005,526 5,896,894

合　　計 152,829,420 141,475,526 11,353,894

▲ 懇親会では「卒業生あっての常磐大学です。こ
れからもご支援をお願いしたい。」と森征一理事
長・学長よりご挨拶をいただきました。



（2）☆同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

 　

６
月
に
同
窓
会
総
会
が
行
わ
れ
、
課
外
活
動
奨
励

金
の
活
動
内
容
の
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励
金
で

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

学
習
支
援
に
よ
り
勉
学
が
向
上
し
、
不
登
校
気
味
だ
っ

た
子
が
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
話
や
、
被
災
地
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
思
い
出
の
品
を
見
つ
け
て
持
ち

主
に
届
け
る
事
が
で
き
た
話
な
ど
は
、
胸
に
こ
み
上

げ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

学
生
達
が
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し

て
周
り
の
方
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、

学
生
の
活
動
を
奨
励
金
と
い
う
形
で
同
窓
会
が
貢
献
で

き
て
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
学
生
の
活
動
を

支
援
し
て
い
け
る
同
窓
会
で
あ
り
た
い
で
す
。（
M
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

２０13
年度

関
甲
新
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ

（
３
部
中
１
部
）

常
磐
大
学
×　

０

－

９　

○
上
武
大
学

常
磐
大
学
×　

４

－

15　

○
上
武
大
学

（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

常
磐
大
学
×　

２

－

11　

○
作
新
学
院
大
学

（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

常
磐
大
学
○　

７

－

６　

×
作
新
学
院
大
学

常
磐
大
学
○　

13

－

０　

×
作
新
学
院
大
学

（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

常
磐
大
学
○　

５

－

４　

×
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
×　

６

－

９　

○
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
△　

０

－

０　

△
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
×　

２

－

８　

○
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
×　

４

－

７　

○
白
鴎
大
学

常
磐
大
学
×　

２

－

３　

○
白
鴎
大
学

常
磐
大
学
○　

６

－

１　

×
山
梨
学
院
大
学

常
磐
大
学
×　

１

－

５　

○
山
梨
学
院
大
学

常
磐
大
学
×　

１

－

３　

○
山
梨
学
院
大
学

※
４
勝
９
敗
１
分　

勝
点
１　

勝
率
０.

２
８
５

５
位
１
部
残
留

第
45
回
関
東
女
子
学
生

剣
道
選
手
権
大
会

１
回
戦

伊
師　

○

－

×　

石
川（
宇
都
宮
大
）

山
口　

○

－

×　

中
野(

津
田
塾
）

青
木　

×

－

○　

持
田（
関
東
学
大
）

２
回
戦

伊
師　

×

－

○　

小
澤（
家
政
大
）

山
口　

○

－

×　

渡
辺（
国
士
舘
）

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

常
磐
大
学
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た

　

常
磐
大
学
創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、

学
校
法
人
常
磐
大
学
諸
澤
幸
雄
奨
学
金
へ

３
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

諸
澤
幸
雄
奨
学
金
は
、
心
身
・
学
術
が

と
も
に
優
れ
、
経
済
的
に
学
業
の
継
続
が

困
難
と
な
っ
た
者
（
Ⅰ
種
）、
ま
た
は
家
計

状
況
が
急
変
し
、
経
済
的
に
学
業
の
継
続

が
困
難
と
な
っ
た
者
（
Ⅱ
種
）
に
対
し
、
選

考
の
う
え
給
付
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

度
常
磐
大
学
の
給
付
人
数
は
、
Ⅰ
種
奨
学

生
７
名
／
Ⅱ
種
奨
学
生
５
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
寄
付
に
当
た
っ
て
、
２
０
１
３
年

７
月
31
日
（
水
）
に
寄
付
金
贈
呈
式
が
常

磐
大
学
で
行
わ
れ
、
池
田
正
則
会
長
か
ら

森
征
一
学
長
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
在

学
生
へ
奨
学
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

課
外
活
動
奨
励
金
を
受
け
た
学
生
の
活
動
報
告

　

６
月
29
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
２
０
１
３
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
の
閉
会
後
、
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に

よ
り
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
の
給
付
を
受
け
た
３
団
体
の
学
生
に
よ
る
、
成
果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
ま
た
は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、

奨
励
金
を
給
付
し
、
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
水
戸
市
の

街
中
を
活
性
化
す
る
た
め
に
水
戸
に
し

か
な
い
お
店
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
と
の
趣
旨
で
実
施
さ
れ
た
、
水
戸
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
（
水
戸
駅
ビ
ル
運
営

会
社
）
と
の
共
同
に
よ
る
活
動
で
す
。

同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
を
受
け
た

の
は
「
水
戸
ま
ち
な
か
ア
プ
リ
」
制
作

費
で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
実
施
さ
れ
た
、
学

生
が
街
中
の
お
薦
め
の
店
舗
を
映
像
で

紹
介
す
る
「
水
戸
ま
ち
な
か
グ
ル
メ
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
、「
映
像
を
立
ち
止
ま
っ

て
見
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
」「
店
舗

情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
」「
期
間
限
定

だ
っ
た
た
め
店
舗
情
報
を
残
し
て
お
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
反

省
点
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ

リ
は
、「
水
戸
ま
ち
な
か
グ
ル
メ
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
同
様
に
、
学
生
が
自
分
の
お
薦

め
の
店
舗
を
選
ん
で
取
材
し
た
情
報
を

紹
介
す
る
も
の
で
す
。
近
々G

oogle

社
の
「play store

」
に
公
開
予
定
で

す
。
な
お
、
奨
励
金
の
使
途
は
、
ア

プ
リ
制
作
（A

ndroid

電
子
書
籍
ア
プ

リ
）、
U
I
デ
ザ
イ
ン
（
ア
イ
コ
ン
イ

メ
ー
ジ
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
制
作
）、
ア

プ
リ
申
請
（A

ndroid

ア
プ
リ
登
録
申

請
代
行
）
で
し
た
。

◆
ま
ち
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
◆

人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

川
松
香
穂
さ
ん
・
仲
田
綾
乃
さ
ん
他
３
名

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
茨
城

県
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の

依
頼
に
よ
る
も
の
で
、
学
習
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
「
人
と
の

関
わ
り
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
」
と

「
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
た
活
動
で
す
。
支
援
を
行
っ
た
の
は

ア
フ
リ
カ
出
身
の
中
学
３
年
生
と
小
学

６
年
生
の
女
の
子
で
し
た
。
支
援
を
始

め
た
こ
ろ
は
、
達
成
感
を
求
め
る
あ
ま

り
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
勉
強
の
教
え
方
を
探
る

の
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
２
人
の
気

持
ち
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い
の

か
迷
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
中
学

３
年
生
の
姉
は
成
績
が
ア
ッ
プ
し
志
望

す
る
高
校
に
見
事
合
格
し
、
小
学
６
年

生
の
妹
は
積
極
的
に
会
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
４
月
か
ら
中
学
校
へ
行
く
意
欲

が
湧
い
た
こ
と
が
成
果
と
し
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、奨
励
金
の
使
途
は
、

交
通
費
、
参
考
書
代
、
事
務
用
品
費
で

し
た
。
経
済
的
支
援
が
欠
か
せ
な
い
活

動
な
の
で
、
今
後
も
同
窓
会
か
ら
の
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
◆

池
田
幸
也
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科

石
毛
里
佳
さ
ん
他
８
名

　

こ
の
取
り
組
み
は
３
つ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
に
参
加
し
た
活
動
で
す
。

茨
城
N
P
O
セ
ン
タ
ー
コ
モ
ン
ズ
茨
城

県
外
国
人
就
労
・
就
学
支
援
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
の
宿

題
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
教
科
別
学
習

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
後
も
常
磐

大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
招
待

や
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加
が

実
現
し
た
こ
と
が
成
果
で
し
た
。
東
海

村
障
害
者
支
援
事
業
で
あ
る
「
は
っ
け

ん
！
ぼ
う
け
ん
！
夏
休
み
！
」の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
事
前
研
修
を
受
け
て

テ
ン
ト
設
営
・
調
理
補
助
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
障
害
児
と
の
遠
足
や

高
齢
者
施
設
の
夏
祭
り
に
初
参
加
す
る

な
ど
交
流
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
宮

城
県
東
松
島
市
へ
の
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、現
地
で
泥
か
き
、草
刈
り
、

海
岸
清
掃
な
ど
を
行
い
、
作
業
中
に
発

見
し
た
思
い
出
の
品
を
持
ち
主
へ
届
け

た
り
、
小
学
校
で
の
追
悼
に
参
列
で
き

た
こ
と
、
そ
し
て
中
村
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

活
動
を
地
域
の
方
に
認
知
し
て
も
ら
え

た
こ
と
が
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
奨
励
金
の
使
途
は
、
各
事

業
の
交
通
費
や
参
加
費
で
し
た
。

◆
「
茨
城
県
外
国
人
就
労
・
就
学

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
へ
の
参
加
な
ど
◆

中
村
英
三
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科

堀
江
悠
希
さ
ん
他
15
名

恩
師
や
旧
友
と
の
懐
か
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
懇
親
会

　

12
名
の
先
生
方
（
森
征
一
先
生
、
阿
部

昌
信
先
生
、中
原
經
子
先
生
、庄
子
信
先
生
、

中
村
英
三
先
生
、
冨
田
信
穗
先
生
、
柄
澤

行
雄
先
生
、千
葉
茂
先
生
、吉
江
森
男
先
生
、

依
田
泉
先
生
、
松
原
克
志
先
生
、
井
上
繁

先
生
）
を
お
迎
え
し
た
懇
親
会
で
は
想
い

出
話
に
花
が
咲
き
、
あ
ち
こ
ち
で
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
旅

行
券
や
最
新
家
電
、
高
級
和
牛
ス
テ
ー
キ

肉
セ
ッ
ト
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
当
た
る
ハ
ズ
レ
な
し
の
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲高額景品を当て旧友と共に
喜びの祝杯をあげる当選者（写
真中央）。

▲松本久司副会長（人間科
学部10期卒）の三本締めで
懇親会は盛会のうちに閉会。 ▲美味しいお料理を食べながら

会話も弾む懇親会場。

▲常磐大学吹奏楽団 OB 会
「TOKIWA おんぷの会」に
よる生演奏で校歌斉唱。

▲ 池田会長（左）、森学長（右）

３
回
戦

山
口　

×

－

○　

森
井（
東
学
大
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会
茨
城
県
大
会

１
回
戦

伊
師　

○

－

×　

小
寺（
つ
く
ば
）

山
口　

×

－

○　

金
井
（
日
立
）

高
田　

×

－

○　

栃
木
（
古
河
）

青
木　

○

－

×　

今
泉（
流
経
大
）

村
田　

×

－

○　

瀧
沢（
流
経
大
）

２
回
戦

伊
師　

×

－

○　

比
佐
（
茨
大
）

青
木　

○

－

×　

鹿　
（
結
城
）

３
回
戦

青
木　

×

－

○　

金
井
（
日
立
）

北
関
東
学
生
弓
道
春
季

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

 

…
予
選
敗
退

（
出
場
者
）
…

小
山　

祥
太
、
渡
邊　

春
樹
、

神
永　

光
、
岡
本　

健
太
郎
、

山
中　

裕
輔

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

（
個
人
の
部
）
予
選

（
出
場
者
）
…

小
山　

祥
太
、
岡
本　

健
太
郎
、

山
中　

裕
輔

（
二
次
予
選
出
場
）
…

小
山　

祥
太
、
山
中　

裕
輔

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

 

…
予
選
敗
退

（
出
場
者
）
…

小
山　

祥
太
、
渡
邊　

春
樹
、

神
永　

光
、
岡
本　

健
太
郎
、

山
中　

裕
輔

４
月　

入
学
式
参
加

７
月　

 

水
戸
市
芸
術
祭
「
市
民
音

楽
会
」
へ
の
参
加

　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

８
月　

 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
茨
城
県
大
会

　
　
　

 

大
職
一
般
の
部
Ａ
部
門　

出
場

　
　
　

 

常
磐
大
学
＆
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
コ
ラ
ボ
デ
ー

依
頼
演
奏

５
月　

部
誌「
入
学
記
念
号
」制
作

６
月　

 

部
誌「
パ
ラ
ダ
イ
ス
夏
号
」

制
作

　
　
　

 

部
誌
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
入
学

記
念
号
」
発
行
・
配
布

７
月　

 

部
誌「
パ
ラ
ダ
イ
ス
夏
号
」

発
行
・
配
布

　
　
　

 

学
園
祭
配
布
用
カ
レ
ン

ダ
ー
製
作

８
月　

 

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

サ
ー
ク
ル
参
加
予
定
（in

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
）

※ 

右
記
以
外
に
も
、
各
部
活
動
し
て

い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

■ 

硬
式
野
球
部

 

■ 

剣
道
部

 

■ 

弓
道
部

 

■ 

吹
奏
楽
部

 

■ 

と
き
わ
漫
画
研
究
会


